
第５学年 国語科学習指導案 
日 時 平成２０年９月３０日（火）５校時 
児 童 ５年生 １７名 
指導者 五日市 倫子 

 
１ 単元名  人物の考え方や生き方をとらえよう 
  教材名  わらぐつの中の神様 
 
２ 単元について 
（１）教材について 
   第５学年及び第６学年の「Ｃ読むこと」の目標は、「目的に応じ、内容や要旨を把握しながら読

むことができるようにするとともに、読書を通して考えを広げたり深めたりしようとする態度を育

てる」ことである。 
   本単元で育てたい主となる能力は、「ウ．登場人物の心情や場面についての描写など、優れた叙

述を味わいながら読むこと」である。そこで、本教材の学習を通して「登場人物の人柄や場面の情

景を、叙述に即して読むこと」と「現在―過去―現在という物語の構成とその効果について理解す

ること」を目標としている。 
   本教材は、心の通じ合いをテーマにした作品である。「人の身になって尽くす心を大切にして生

きることが尊いのであり、人間にとって幸せなのである。」が主題となる。 
   この物語は、「現在―過去―現在」という構成の中の「現在」においてマサエを物語の聞き手と

して登場させている。わらぐつや神様に対して「みったぐない。」「そんなの迷信でしょ。」と行っ

ていたマサエが、おばあちゃんの昔語りである「わらぐつの中に神様のいなった話」に登場するお

みつさんのわらぐつに込めた思いや態度、若い大工さんの物の見方や考え方からおばあちゃんの伝

えたかった神様の意味をうけとめていく。 
   このころの児童は、異性に対する意識が高まり、特定の人に対するあこがれの気持ちや向き合う

とはずかしいような照れくさいような、それでいてうれしいような淡い恋心のようなものはほとん

どの児童が分かるはずである。また、まっすぐな心、純粋な心、深い思いやりの心など、目に見え

ない心のあり方についても、価値を認める児童は多いと思われる。 
   この作品を文章と対話しながら読み進める中で、言葉のもつ意味や響きから情景や心情を豊かに

想像する力、自分と友達との考えと比較して読み深める力、同じ作者やテーマに沿った作品に親し

みをもち、進んで読書をしようとする意欲につなげることができる教材であると考える。 
（２）児童について 
   児童は五年上の「サクラソウとトラマルハナバチ」の学習を通して、「初め・中・終り」という

文章構成を捉えた上で、読み取ったことに対する自分の考えを持つ活動をしてきた。また、「新し

い友達」においては、登場人物の心情に寄り添い対話しながら叙述に即して読み取り主題について

考える活動をしてきた。これらの学習を通して、児童は、主人公の気持ちを想像したり、筆者が述

べたいことをまとめたりする力が徐々についてきている。しかし、叙述をもとにして自分の考えを

書いたり発表したりすることにまだ抵抗を持っている児童は少なくない。 
   これらの学習では、読み取りの際に主語やキーワードに着目してサイドラインを引いたり、ノー

トに書き抜きや書き込みをしたり、要旨をまとめる力がついてきている。また、叙述をもとに登場

人物の心情を想像しながら根拠を持って答えられるようになってきている。しかし、感想を自分の

言葉で表現するのが難しく支援が必要な児童もいる。 
   4 年生時に実施したＣＲＴの読む能力の得点率は７１．２点で、特に劣っているところは初めて

の文章を読み、その表現の読み手に与える効果を考えること、主述の関係を理解し、隠れた主語を

読み取ることである。読解力事前テストでは、平均６８．８点である。事前テストの結果から、指

示語の前後の文章内容からその指示語が指す文章を捉えることと、二つの文末表現を比べてその違

いを明確に表現することが苦手である。また、叙述に沿わず思い込みで答える傾向が伺える。 
 
 



（３）指導にあたって 

   本教材の指導にあたって、児童が感じたことや考えたことを発表させたり、話し合わせたりする

ことで、作品のおもしろさを多面的に捉えさせたい。そのために、文や言葉を根拠にして考えを述

べるようにさせ、全体での話し合いを深められるようにしていきたい。 

  「つかむ・見通す」段階では、初発の感想から課題作りをし、主題についても考えさせる。物語の

あらすじをまとめ「現在―過去―現在」という構成を捉えさせる。 

  「深める」段階では、「心情が分かる言葉や文」の見つけ方について振り返っておきたい。また登

場人物の心の動きや通じ合いを捉える上で擬態語、擬音語、比喩、慣用句などの豊かな表現にも着

目させ、サイドラインや書き抜き、書き込みをさせながら登場人物の考え方や聞き方を叙述に即し

て読み取らせていきたい。 

  「まとめる」段階では、これまでに読み取ってきたことから、主題にせまり「つかむ・見通す」段

階で書いたものと比較し、学習の成果を確認したい。 

  「広げる」段階では、関連図書を紹介し読書活動につなげたい。 
 
３ 単元の目標 

【関心・意欲・態度】 

 ○ 物語の温かさに惹かれて、心に残る言葉や文章、情景や場面を楽しんで読もうとしている。 

【読むこと】 

 ◎ 登場人物の人柄や場面の様子、情景を叙述に即して読み自分なりの感想を持つことができる。 

【書くこと】 

 ○ 全体を通して、書く必要のある事柄を整理してまとめることができる。 
 
４ 単元の指導計画（全 10 時間） 

段階 時 学習活動 具体の評価規準 努力を要する児童への支援 

つ

か

む 
・ 
見

通

す 
 

２ 
 
 

１ 

全文を読み、登場人物の人柄

を想像する。初発の感想を書き

発表する。主題について考え

る。新出漢字を確認する。 
◇感想 

◇主題についての考えを書

く。 

関・読：初発の感想を書いて

いる。また、友達の感想

を聞きながら自分と似

ているところ、違うとこ

ろを見つけ出す。主題に

ついて自分なりの考え

を書いている。 

自分が登場人物だったら

という視点で書く方法もあ

ることをアドバイスする。 
 

 
 
 

２ 
 
 
 
 

物語の大体のあらすじをま

とめる。初発の感想をもとに課

題作りをする。 
◇物語の大体をつかむ（時を

表す言葉に沿ってあらすじ

をまとめる。） 

◇課題作りをする 

 

関・書：課題作りに意欲を持

って取り組んでいる。ま

た、時を表す言葉を基に

話の大体をまとめてい

る。 

時を表す言葉に着目させ、

話の流れを簡単にまとめる

ことであることに気づかせ

る。 



 
 
 

３ 

 
マサエとおばあちゃんのわ

らぐつに対する見方の違いを

考える。 
◇サイドライン 
◇抜き書き 

◇書き込み 

 
関・書：マサエとおばあちゃ

んのわらぐつに対する

見方が分かる叙述を見

つけ出し、その違いにつ

いてまとめている。 

 
マサエがわらぐつに対し

て否定的な表現をしている

ところはないか考えさせる。

４ 

どうしても雪げたがほしい

と思うおみつさんの心の高ま

りを読み取る。 

◇サイドライン 
◇抜き書き 

◇書き込み 

関・書：どうしても雪げたが

ほしいというおみつさ

んの思いが分かる叙述

から、その心の高まりを

まとめている。 

挿絵をもとにしながらお

みつさんの雪げたに対する

思いが分かる会話や行動に

着目させる。 

深

め

る 
 
６ 

５ 

自分で働いて雪下げたを買

おうと決心し、努力する姿から

おみつさんの人柄を読み取る。

◇サイドライン 
◇抜き書き 

◇書き込み 

関・書：おみつさん心情が分

かる叙述からその人柄

をまとめている。 

わらぐつを編むおみつさ

んの様子に着目させ、どんな

思いを込めて編んでいるか

考えさせる。 

６ 

朝市でわらぐつを売ってい

る時のおみつさんの心の動き

を読み取る。 

◇サイドライン 
◇抜き書き 

◇書き込み 

関・書：朝市での周りの評判

とおみつさんの心情が

分かる叙述から、初めて

わらぐつが売れた時の

おみつさんのうれしさ

をまとめている。 

おみつさんの作ったわら

ぐつに対する否定的な評判

に着目させ、売れたときの心

情を考えさせる。 

７ 

わらぐつを通してのおみつ

さんと大工さんの心の結びつ

き読み取る。 

◇サイドライン 
◇抜き書き 

◇書き込み 

関・書：大工さんの言葉やお

みつさんとの会話をも

とに二人の生き方の重

なり合いや結びつきを

まとめている。 

大工さんの仕事に対する

考えが分かる会話文に着目

させ、それがおみつさんの作

ったわらぐつとどう結びつ

くか考えさせる。 

８ 
本

時 

マサエの心情の変化を読み

取る。 

◇サイドライン 
◇抜き書き 

◇書き込み 

関・書：おばあちゃんの話や

会話から、マサエの心情

の変化を読み取りまと

めている。 

「そんなの迷信でしょ」。と

言っていたマサエの気持ち

の変化に着目させ心情の変

化を考えさせる。 

ま

と

め

る 
 
１ 

９ 

読んで学んだことを題材に

して、感想をまとめ発表する。

主題について考える。 

◇感想をまとめる。 

読・書：今までの学習をもと

に、感想をまとめてい

る。主題について考えて

いる。 

題名「わらぐつの中の神

様」とは何を指しているのか

今までの学習から考えさせ

る。 

広

げ

る 
 
１ 

10 

関連図書を読む。 

 

関：関連図書を探し進んで読

んでいる。 
関連図書のブックトーク

を行う。 

 
 



 
５ 本時の指導 
（１）本時の目標 
  【関心・意欲・態度】 
   ○ おばあちゃんの話や会話をもとに、マサエの心情の変化を読み取ろうとしている。 
  【読むこと】 
    ○ おばあちゃんの話や会話をもとに、マサエの心情の変化を読み取りまとめる。 
（２）本時の書く活動 
    本時では、おばあちゃんの話や会話をもとにマサエの心情の変化をまとめる活動を行わせる。

まず、マサエの心情の変化に関わるおばあちゃんの話や会話を見つけ出させサイドラインを引か

せ、抜き書きをさせる。次に、課題解決に関わるマサエの心情の変化の内心語を書き込むませる

ことによりまとめの書く活動へつなげたい。 
（３）本時の展開        

◇主となる「書く活動」に関わる部分  ☆支援  ○評価 
段階 学習活動 教師の発問と指示 予想される反応 評価と支援 

つ

か

む 
 

５ 
分 

１．一の場面の学習を想

起する。 
 
 
２．本時の学習課題を確

認する。 
 
 

・初めの場面でのマサエは、

「わらぐつ」や「神様」と

いう言葉に対してどのよ

うに思っていましたか。 

 

・みったぐない。 

・そんなの迷信。 

 

☆一の場面でのマサエの「わ

らぐつ」や「神様」に対す

る考え方を想起できるよう

に教室掲示を活用する。 

 

見

通

す 
 

２ 
分 

３．学習場面の見通しを

もつ。 
 
 

・おみつさんはその後、大工

さんとどうなりましたか。

・おみつさんと大工さんは実

は誰のことだったのです

か。 

 
・課題を解決するためには、

何を見つけていけばいい

ですか。 

・大工さんのところへおよめに

いっって、幸せにくらした。

・おばあちゃんとおじいちゃん

のことだった。 

 

 
・マサエの会話、様子、行動。

・おばあちゃんの話やお母さん

との会話、様子、行動。 

 

 
 
 
 
 
深

め

る 
 
30 
分 
 
 
 
 
 
 

４．学習場面の音読をす

る。 
指名読み 

５．課題解決のための読

み取りをする。 
（１）マサエの心が変化

したことが分かる

言葉をおさえる。 
（２）マサエの心を変化

させたおばあちゃ

んの話や会話で課

題に迫るものを選

び、サイドライン

を引き発表する。 
◇サイドライン 

 
 

・マサエの気持ちの動きに寄

り添いながら音読をしま

しょう。 

 

 

 
・マサエの心がすごく変わっ

たと思われる言葉は何で

すか。 

◎マサエの心を変えたおば

あちゃんの話や会話にサ

イドラインを引き発表し

ましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・「この雪げたの中にも、神様が

いるかもしれないね。」 

 
・使う人の身になって、心をこ

めて作ったものには、神様が

入っているのと同じ。 

・それを作った人の、神様と同

じ。 

・神様みたいに大事にするつも

り。 

・なかなかはく気になれなかっ

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○マサエの心を変化させた話

や言葉にサイドラインを引

き抜き書き、書き込みをす

ることができたか。 

（教科書・ノート） 

☆おばあちゃんの話や言葉か

ら自分が感じたことはない

か考えさせる。 

マサエの心はどのように変わったのだろう。 



 
 
 
 
 
 
 
深

め

る 
 

30 
分 

 
 
（３）抜き書きをし書き

込みをする。 
◇抜き書き 

◇書き込み 

（４）書き込みを発表す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）マサエの心の変容

を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◎マサエの心は、どのように

変わったのか考えましょ

う。 

た。 

・はけなくなっても、こうして

大事にしまっとくんだよ。 

 

 

 
・「心」や「神様」は目には見え

ないけれど大切なこと。 

・使う人を思いやることのでき

るおみつさんの心も神様と同

じ 

・おじいちゃんが頑張って働い

て買ってくれたものだから、

心がこもっている。 

・おばあちゃんにとって何より

も大事な宝物。 

・雪げたの中に大切な思い出。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○自分の考えや友だちの発表

をもとにマサエの気持ちの

変容を考えることができた

か。（発言） 

６．まとめを書く。 
 
 
７．まとめを発表する。 
 
 
 
 
８．まとめの音読をする。

（一斉読み） 
９．自己評価をする。 
10．次時の学習内容を確

認する。 

◎課題に対するまとめを書

きましょう。 

 
・まとめを発表しましょう。

 

 

 

 

 

 

 

 ☆課題に戻り何をすべきか把

握させる。 

 
○おばあちゃんの話や言葉か

ら、目に見えなくてもすば

らしく尊いものがあること

を感じ取っていたことに触

れながらまとめることがで

きたか。 

（ノート） 

・まとめを発表する。 

☆次時の学習内容の予告を

し、学習への意欲を持たせ

る。 

 
ま 
と

め

る 
 
８ 
分 

 
 
（４）本時の評価 
  【読むこと】 
   ○ おばあちゃんの話や会話をもとに、マサエの心情の変化をまとめることができたか。 

（ノート、発言） 
 

Ａ 十分満足できる Ｂ 概ね満足できる Ｃ 努力を要する児童への支援 
おばあちゃんの話や会話をもとに、

課題に迫る内心語を書き込み発表し、

マサエの心情の変化を進んでまとめ 

ることができたか。 

おばあちゃんの話や会話をもとに、

マサエの心情の変化をまとめること 

ができたか。 

一の場面でのマサエの様子をもとにして 

その変容を考えさせる。 

 

マサエは、目には見えないけれど心がこもってい

るものこそが大切なのだと思うことができるよ

うになった。 



 

人
物
の
考
え
方
や
生
き
方
を
と
ら
え
よ
う 

わ
ら
ぐ
つ
の
中
の
神
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉 

み
き
子 

    
現
在 

 

幸
せ
に
く
ら
し
て
い
る 

お
み
つ
さ
ん
→
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と 

大
工
さ
ん
→
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と 

 
 

わ
ら
ぐ
つ
・
・
・
み
た
ぐ
な
い 

 
 

神
様
・
・
・
・
・
迷
信 

 
 
 
 
 
 
 

目
に
は
見
え
な
い
も
の 

使
う
人
の
身
に
な
っ
て
、
心
を
こ
め
て
作
っ
た
も
の
に
は
、
神
様
が
入
っ
て

 

い
る
の
と
同
じ
こ
ん
だ
。
そ
れ
を
作
っ
た
人
も
、
神
様
と
お
ん
な
じ
だ
。 

  

だ
け
ど
、
あ
ん
ま
り
う
れ
し
く
て
も
っ
た
い
な
く
て
ね
。
な
か
な
か
は
く
気

 

に
な
れ
な
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

思
い
出 

 

は
け
な
く
な
っ
て
も
、
こ
う
し
て
大
事
に
し
ま
っ
と
く
ん
だ
よ
。 

 

雪
げ
た
・
・
・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
、
せ
っ
せ
と
働
い

て
買
っ
て
く
れ
た
ん
だ
か
ら 

神
様
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。 

（５）板書計画 

 

 

マ
サ
エ
の
心
は
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

マ
サ
エ
は
、
目
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
心
が
こ
も
っ
て
い
る
も
の
こ
そ
が

大
切
な
の
だ
と
思
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 



五
年
国
語
教
材
文
「
わ
ら
ぐ
つ
の
中
の
神
様
」
の
教
材
分
析
Ｎ
Ｏ
・
１ 

                                         

一
の
場
面 

（
現
在
） 

場
面 

外
は
静
か
に
雪
が

降
っ
て
い
る
。
家
の

中
で
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
「
わ
ら
ぐ
つ
な

ん
て
み
っ
た
ぐ
な

い
」
と
い
う
マ
サ
エ

に
む
け
て
、
「
わ
ら

ぐ
つ
の
中
に
神
様

が
い
な
っ
た
話
」
を

始
め
る
。 

あ
ら
す
じ 

 

雪
が
し
ん
し
ん
と
ふ
っ
て
い
ま
す
。 

 

マ
サ
エ
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
こ
た
つ
に
あ
た
り
な
が
ら
、

本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

今
夜
は
、
お
父
さ
ん
は
と
ま
り
番
で
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
。
お
ふ
ろ
好
き
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、「
こ
の
寒
い
の
に
―
。
」
と
、
み
ん
な
に
笑
わ
れ
な
が
ら
、

さ
っ
き
お
ふ
ろ
屋
さ
ん
へ
出
か
け
て
い
き
ま
し
た
。
あ
と
は
、
お
母
さ
ん
が

台
所
で
夕
ご
飯
の
後
か
た
付
け
を
し
て
い
る
音
が
聞
こ
え
る
だ
け
で
、
辺
り

は
と
て
も
静
か
で
す
。 

 

風
が
出
て
き
た
ら
し
く
、
ま
ど
の
し
ょ
う
じ
が
カ
タ
カ
タ
と
鳴
り
ま
し

た
。
雪
が
サ
ラ
サ
ラ
と
雨
戸
に
当
た
っ
て
は
落
ち
て
い
き
ま
す
。 

 

マ
サ
エ
は
、
ふ
と
思
い
出
し
て
、
台
所
の
お
母
さ
ん
を
よ
び
ま
し
た
。 

「
お
母
さ
ん
、
わ
た
し
の
ス
キ
ー
ぐ
つ
、
か
わ
い
て
る
。
あ
し
た
、
学
校
で

ス
キ
ー
の
日
だ
よ
。
」 

 

お
母
さ
ん
が
、
水
音
を
立
て
な
が
ら
答
え
ま
し
た
。 

「
お
や
、
あ
し
た
だ
っ
た
の
。
そ
れ
じ
ゃ
、
も
う
一
度
見
て
ご
ら
ん
。
さ
っ

き
、
新
聞
紙
を
丸
め
て
入
れ
と
い
た
か
ら
、
あ
ら
か
た
か
わ
い
た
と
思
う
け

ど
。」 

 

マ
サ
エ
は
夕
方
ま
で
、
友
達
と
近
く
の
お
か
で
ス
キ
ー
を
し
て
い
ま
し

た
。
今
日
は
一
度
し
か
転
ば
な
か
っ
た
の
で
、
ス
キ
ー
ぐ
つ
も
ズ
ボ
ン
も
、

そ
ん
な
に
ぬ
れ
な
い
つ
も
り
で
し
た
が
、
帰
っ
て
き
て
見
た
ら
、
や
っ
ぱ
り

い
つ
も
の
よ
う
に
ぐ
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。 

「
か
わ
い
て
る
と
い
い
け
ど
な
。
あ
ん
な
に
お
そ
く
ま
で
、
す
べ
っ
て
な
き

ゃ
よ
か
っ
た
。
」 

マ
サ
エ
は
、
独
り
で
そ
ん
な
こ
と
を
言
い
な
が
ら
台
所
へ
か
け
て
い
っ
て
、

し
き
い
に
立
て
か
け
て
あ
る
ス
キ
ー
ぐ
つ
か
ら
、
し
め
っ
ぽ
い
新
聞
紙
の
玉

を
五
つ
六
つ
取
り
出
し
て
、
手
を
つ
っ
こ
ん
で
み
ま
し
た
。
く
つ
の
中
は
じ

わ
り
と
冷
た
く
て
、
せ
な
か
ま
で
ぶ
る
っ
と
な
り
そ
う
で
す
。 

「
う
へ
え
、
冷
た
あ
い
。
お
母
さ
ん
、
ど
う
す
る
う
。」 

「
新
し
い
新
聞
紙
と
か
え
て
ご
ら
ん
。
ひ
も
の
と
こ
ろ
も
、
し
っ
か
り
く
る

む
よ
う
に
し
て
ね
。
あ
し
た
ま
で
に
は
、
な
ん
と
か
か
わ
く
だ
ろ
。」 

「
か
わ
く
か
な
あ
。
な
ん
だ
か
、
ま
だ
び
し
ょ
び
し
ょ
み
た
い
だ
よ
。
」 

 

す
る
と
、
茶
の
間
の
こ
た
つ
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
口
を
出
し
ま
し
た
。

「
か
わ
か
ん
か
っ
た
ら
、
わ
ら
ぐ
つ
は
い
て
い
き
な
い
。
わ
ら
ぐ
つ
は
い
い

ど
、
あ
っ
た
か
く
て
。」 

「
や
だ
あ
、
わ
ら
ぐ
つ
な
ん
て
、
み
っ
た
ぐ
な
い
。
だ
れ
も
は
い
て
る
人
い

な
い
よ
。
だ
い
い
ち
、
大
き
す
ぎ
て
、
金
具
に
は
ま
ら
ん
わ
。
」 

マ
サ
エ
は
、
大
き
な
声
で
言
い
な
が
ら
、
た
ん
す
の
そ
ば
に
重
ね
て
あ
る
新

聞
紙
を
取
っ
て
き
て
、
く
る
く
る
丸
め
て
は
、
せ
っ
せ
と
ス
キ
ー
ぐ
つ
の
中

に
つ
め
こ
み
ま
し
た
。
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
力
を
入
れ
て
お
し
こ
む
と
、
ぬ
れ
た

教
材
文 

（
想
）
外
は
静
か
に

雪
が
降
っ
て
い
る
。 

（
事
）
「
冬
の
夜
」 

（
想
）
寒
い
の
に
お

ふ
ろ
屋
さ
ん
へ
で

か
け
て
い
る
お
じ

い
ち
ゃ
ん 

（
事
）
夕
食
後
の
静

か
な
様
子
。 

（
事
）
さ
ら
さ
ら 

→
寒
い 

（
音
）
（
想
）
お
母

さ
ん
に
頼
り
甘
え

て
い
る
マ
サ
エ
の

様
子
。 

                 

（
事
）
わ
ら
ぐ
つ
に

対
す
る
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
考
え
。 

 

（
事
）
わ
ら
ぐ
つ
に

対
す
る
マ
サ
エ
の

考
え
。 指

導
事
項 

・
し
ん
し
ん

と 

       

・
雨
戸 

・
ふ
と 

   

・
お
や 

          

・
じ
わ
り
と

    

・
口
を
出
す

・
わ
ら
ぐ
つ

    

・
せ
っ
せ
と

・
お
し
こ
む

 
 

 
 

 
 
 

言
語
事
項 



五
年
国
語
教
材
文
「
わ
ら
ぐ
つ
の
中
の
神
様
」
の
教
材
分
析
Ｎ
Ｏ
・
２ 

                                         

                        

二
の
場
面 

 
 
 

 

（
過
去
） 

場
面 

                        

朝
市
に
出
か
け
た

お
み
つ
さ
ん
が
げ

た
屋
で
見
か
け
た

雪
げ
た
を
た
ま
ら

な
く
欲
し
く
な
り
、

両
親
に
話
し
て
み

る
が
買
っ
て
は
も

ら
え
な
い
。 

あ
ら
す
じ 

ビ
ニ
ル
皮
が
ぽ
っ
こ
り
と
ふ
く
ら
ん
で
、
ま
だ
い
く
ら
で
も
入
り
そ
う
で

す
。 

 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
ま
た
言
い
ま
し
た
。 

「
そ
う
い
っ
た
も
ん
で
も
な
い
さ
。
わ
ら
ぐ
つ
は
い
い
も
ん
だ
。
あ
っ
た
か

い
し
、
軽
い
し
、
す
べ
ら
ん
し
。
そ
う
そ
う
、
そ
れ
に
、
わ
ら
ぐ
つ
の
中
に

は
神
様
が
い
な
さ
る
で
ね
。」 

「
わ
ら
ぐ
つ
の
中
に
、
神
様
だ
っ
て
。
」 

 

マ
サ
エ
は
、
新
聞
紙
の
玉
を
す
っ
か
り
つ
め
こ
ん
で
し
ま
っ
て
、
こ
た
つ

へ
も
ど
っ
て
き
ま
し
た
。
ぬ
れ
た
物
を
い
じ
っ
た
手
が
、
つ
う
ん
と
こ
お
り

そ
う
で
す
。 

「
そ
ん
な
の
迷
信
で
し
ょ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。」 

「
お
や
お
や
、
な
に
が
迷
信
な
も
ん
か
ね
。
正
真
正
銘
、
ほ
ん
と
の
話
だ
よ
。」

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ま
じ
め
な
顔
に
な
っ
て
、
眼
鏡
を
外
し
ま
し
た
。 

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
ひ
と
つ
、
わ
ら
ぐ
つ
の
話
を
し
て
や
る
か
ね
。
わ
ら
ぐ
つ

の
中
に
神
様
の
い
な
っ
た
話
を
ね
。」 

 

そ
こ
へ
、
お
母
さ
ん
も
台
所
を
す
ま
せ
て
、
赤
く
な
っ
た
手
を
ふ
き
ふ
き
、

こ
た
つ
へ
入
っ
て
き
ま
し
た
。 

「
ど
れ
ど
れ
、
わ
た
し
も
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
か
ね
。
―
そ
う
い
え

ば
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
お
ふ
ろ
お
そ
い
わ
ね
。
こ
ん
で
る
の
か
し
ら
。」 

「
な
あ
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
昔
か
ら
長
湯
が
好
き
で
ね
。
こ
も
う
と
こ
む

ま
い
と
、
ゆ
っ
く
り
た
の
し
ん
で
な
る
の
さ
。
じ
ゃ
あ
、
話
そ
う
か
ね
。」 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
そ
う
言
っ
て
、
雪
の
音
に
ち
ょ
っ
と
耳
を
す
ま
し
て
か

ら
、
こ
ん
な
話
を
始
め
ま
し
た
。 

 

―
―
昔
、
こ
の
近
く
の
村
に
、
お
み
つ
さ
ん
と
い
う
む
す
め
が
住
ん
で
い
ま

し
た
。
お
み
つ
さ
ん
は
、
特
別
美
し
い
む
す
め
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
体
が
じ
ょ
う
ぶ
で
、
気
立
て
が
や
さ
し
く
て
、
い
つ
も
ほ
が

ら
か
に
く
る
く
る
と
働
い
て
い
た
の
で
、
村
じ
ゅ
う
の
人
た
ち
か
ら
好
か
れ

て
い
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
こ
の
お
み
つ
さ
ん
が
、
あ
る
秋
の
朝
、
町
の
朝
市
へ
、
野
菜
を
売

り
に
出
か
け
ま
し
た
。
も
う
冬
が
近
い
の
で
、
す
れ
ち
が
う
人
た
ち
も
、
な

ん
だ
か
気
ぜ
わ
し
そ
う
に
前
か
が
み
に
な
っ
て
歩
い
て
い
き
ま
す
。
お
み
つ

さ
ん
の
足
も
そ
れ
に
つ
ら
れ
た
よ
う
に
自
然
と
速
く
な
り
ま
し
た
。 

 

町
に
入
る
と
す
ぐ
四
つ
角
に
、
げ
た
屋
さ
ん
が
あ
っ
て
、
大
き
な
げ
た
の

形
を
し
た
、
す
す
け
た
看
板
が
出
て
い
ま
す
。
そ
の
前
を
通
る
と
き
、
お
み

つ
さ
ん
は
ふ
と
足
を
止
め
ま
し
た
。
入
り
口
近
く
の
台
の
上
に
、
か
わ
い
ら

し
い
雪
げ
た
が
一
足
か
ざ
っ
て
あ
る
の
が
目
に
つ
い
た
の
で
す
。 

 

白
い
、
軽
そ
う
な
台
に
、
ぱ
っ
と
明
る
い
オ
レ
ン
ジ
色
の
は
な
お
。
上
品

な
、
く
す
ん
だ
赤
い
色
の
つ
ま
皮
は
、
黒
い
ふ
っ
さ
り
と
し
た
毛
皮
の
ふ
ち

教
材
文 

   

（
事
）
わ
ら
ぐ
つ
に

対
す
る
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
考
え
や
思

い 

   

（
想
）
マ
サ
エ
は
神

様
と
い
う
言
葉
に

あ
き
れ
て
い
る
。 

  

（
想
）
「
赤
く
な
っ

た
手
」
→
水
仕
事
の

冷
た
さ
。 

      

（
事
）
昔 

（
事
）
お
み
つ
さ
ん

に
つ
い
て 

   

（
想
）
冬
が
近
い
→

冬
支
度
の
た
め
忙

し
そ
う 

    

（
想
）
雪
げ
た 

指
導
事
項 

          

・
迷
信 

・
正
真
正
銘

  

・
い
な
っ
た

      

・
耳
を
す
ま

す 

      

・
朝
市 

  

・
げ
た
屋 

・
四
つ
角 

・
す
す
け
た

・
ふ
と 

・
目
に
つ
く
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語
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項 
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文
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析
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場
面 

 
あ
ら
す
じ 

取
り
で
か
ざ
ら
れ
て
い
ま
す
。
見
た
だ
け
で
、
わ
か
い
む
す
め
さ
ん
の
、
は

な
や
か
な
冬
の
よ
そ
お
い
が
、
目
の
前
に
う
か
ん
で
く
る
よ
う
で
す
。 

 

お
み
つ
さ
ん
は
、
そ
の
雪
げ
た
が
ほ
し
く
て
た
ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

「
で
も
、
き
っ
と
高
い
ん
だ
ろ
う
な
。
」 

 
う
ら
返
し
に
な
っ
て
い
る
ね
だ
ん
の
札
を
、
あ
か
ぎ
れ
の
手
で
そ
っ
と
め

く
っ
て
み
る
と
、
思
っ
た
と
お
り
、
と
て
も
と
て
も
、
お
み
つ
さ
ん
の
こ
づ

か
い
で
買
え
る
ね
だ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
負
け
て
く
れ
と
言
っ
た
っ
て
、

と
て
も
だ
め
だ
ろ
う
し
ね
え
―
。
」 

 

お
み
つ
さ
ん
は
、
し
ば
ら
く
そ
こ
に
立
っ
て
、
す
い
付
け
ら
れ
た
よ
う
に

そ
の
雪
げ
た
を
な
が
め
て
い
ま
し
た
。 

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
何
を
あ
げ
ま
す
か
い
ね
。
」 

 

お
み
つ
さ
ん
が
あ
ん
ま
り
長
い
こ
と
立
っ
て
い
た
の
で
、
店
の
お
く
か
ら

お
か
み
さ
ん
が
出
て
き
て
声
を
か
け
ま
し
た
。
お
み
つ
さ
ん
は
、
真
っ
赤
に

な
っ
て
、
口
の
中
で
何
か
も
ご
も
ご
言
い
な
が
ら
、
に
げ
る
よ
う
に
店
の
前

を
は
な
れ
ま
し
た
。 

 

け
れ
ど
も
、
市
で
野
菜
を
売
っ
て
い
る
間
も
、
あ
の
雪
げ
た
の
こ
と
が
、

お
み
つ
さ
ん
の
頭
を
は
な
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
も
は
、
余
計
な
物
な
ど
、
ほ
し

い
と
思
っ
た
こ
と
の
な
い
お
み
つ
さ
ん
な
の
に
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
こ
の

雪
げ
た
ば
か
り
は
、
な
ん
と
し
て
も
あ
き
ら
め
き
れ
な
い
の
で
す
。 

 

市
の
帰
り
に
、
お
み
つ
さ
ん
は
、
ま
た
あ
の
店
の
前
を
通
り
ま
し
た
。
ほ

か
の
お
客
に
ま
ぎ
れ
て
、
ち
ら
り
と
目
を
や
る
と
、
赤
い
つ
ま
皮
の
雪
げ
た

は
、
朝
と
同
じ
所
に
、
ち
ゃ
ん
と
ぎ
ょ
う
ぎ
よ
く
な
ら
ん
で
い
ま
す
。 

「
ね
え
、
わ
た
し
を
買
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
ん
た
が
買
っ
て
く
れ
た
ら
、
う

れ
し
い
な
。」 

お
み
つ
さ
ん
に
は
、
雪
げ
た
が
そ
う
よ
び
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し

た
。 

 

家
に
か
え
っ
た
お
み
つ
さ
ん
は
、
思
い
切
っ
て
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん

に
、
雪
げ
た
の
こ
と
を
た
の
ん
で
み
ま
し
た
。 

「
な
ん
だ
、
雪
げ
た
な
ん
て
。
そ
ん
な
ぜ
い
た
く
な
も
ん
、
わ
ざ
わ
ざ
買
う

こ
と
は
ね
え
だ
ろ
う
。」 

お
父
さ
ん
は
、
そ
う
言
っ
て
、
相
手
に
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。 

「
物
ね
だ
り
を
し
た
こ
と
の
な
い
お
み
つ
の
こ
と
だ
か
ら
、
買
っ
て
や
り
た

い
の
は
や
ま
や
ま
な
ん
だ
け
ど
ね
。
―
ま
あ
、
お
ま
え
が
町
へ
よ
め
に
行
く

よ
う
な
こ
と
に
で
も
な
っ
た
ら
ね
―
。
」 

お
母
さ
ん
は
、
言
葉
を
に
ご
し
て
い
ま
す
。 

「
お
姉
ち
ゃ
ん
が
買
う
ん
な
ら
、
お
ら
に
も
買
っ
て
。」 

「
き
れ
い
な
雪
げ
た
、
あ
た
い
も
は
い
て
み
た
い
な
。」 

小
さ
い
弟
と
妹
が
わ
い
わ
い
言
い
出
し
た
の
で
、
お
み
つ
さ
ん
も
、
も
う
自

分
の
ね
だ
り
ご
と
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
一
生
け
ん
め
い
、
子
ど
も
た
ち
の
な

教
材
文 

（
想
）
雪
げ
た
へ
の

あ
こ
が
れ 

（
想
）
た
ま
ら
な
い

→
た
だ
欲
し
い
だ

け
と
は
違
う 

（
想
）
そ
っ
と
め
く

っ
て
→
高
価
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
る 

     

（
想
）
に
げ
る
よ
う

に
→
今
の
自
分
で

は
と
て
も
手
が
と

ど
か
な
い 

 
（
想
）
お
み
つ
さ
ん

の
雪
げ
た
へ
の
高

ま
る
思
い 

         

（
事
）
と
て
も
買
っ

て
も
ら
え
そ
う
に

な
い 

指
導
事
項 

・
目
の
前
に

う
か
ん
で 

  

・
あ
か
ぎ
れ

   

・
な
が
め
る

       

・
余
計
な
物

           

・
ぜ
い
た
く

     

・
言
葉
を
に

ご
し
て 

 
 

 
 

 
 
 

言
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三
の
場
面 

 
 
 

 

                        

四
の
場
面 

 
 
 

 

場
面 

 
お
み
つ
さ
ん
は
、
自

分
で
わ
ら
ぐ
つ
を

作
り
、
そ
れ
を
売
っ

た
お
金
で
雪
げ
た

を
買
お
う
と
思
い

立
つ
。 

                    

、
初
め
て
作
っ
た
わ

ら
ぐ
つ
は
、
不
格
好

で
な
か
な
か
売
れ

な
い
。
あ
き
ら
め
か

け
て
い
る
と
、
わ
か

い
大
工
さ
ん
が
来

て
わ
ら
ぐ
つ
を
買

っ
て
く
れ
た
。 

あ
ら
す
じ 

だ
め
役
に
回
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
の
夜
、
お
み
つ
さ
ん
は
考
え
ま
し
た
。
「
う
ち
の
く
ら
し
だ
っ
て
、
大

変
な
ん
だ
も
の
。
買
っ
て
も
ら
え
な
い
の
も
無
理
は
な
い
。
そ
う
だ
、
自
分

で
働
い
て
、
お
金
を
作
ろ
う
。
そ
し
て
、
あ
の
雪
げ
た
を
買
お
う
。」 

 
お
み
つ
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
、
わ
ら
ぐ
つ
を
作
る
の
が
上
手
で
し
た
。
お

み
つ
さ
ん
も
、
い
つ
も
そ
れ
を
見
て
い
る
の
で
、
作
り
方
く
ら
い
は
分
か
り

ま
す
。
お
み
つ
さ
ん
は
さ
っ
そ
く
、
毎
晩
、
家
の
仕
事
を
す
ま
せ
て
か
ら
、

わ
ら
ぐ
つ
作
り
を
始
め
ま
し
た
。 

 

お
父
さ
ん
の
作
る
の
を
見
て
い
る
と
、
た
や
す
く
で
き
る
よ
う
で
す
が
、

自
分
で
や
て
み
る
と
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
お
み

つ
さ
ん
は
、
少
し
く
ら
い
格
好
が
悪
く
て
も
、
は
く
人
が
は
き
や
す
い
よ
に
、

あ
っ
た
か
い
よ
う
に
、
少
し
で
も
長
も
ち
す
る
よ
う
に
と
、
心
を
こ
め
て
、

し
っ
か
り
し
っ
か
り
、
わ
ら
を
編
ん
で
い
き
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
や
っ
と
一
足
作
り
あ
げ
て
み
る
と
、
わ
れ
な
が
ら
、
い
か
に
も
変

な
格
好
で
す
。
右
と
左
と
、
大
き
さ
も
ち
が
う
し
、
な
ん
だ
か
首
を
か
し
げ

た
み
た
い
に
、
足
首
の
上
の
と
こ
ろ
が
曲
が
っ
て
い
ま
す
。
底
も
で
こ
ぼ
こ

し
て
い
て
、
ち
ゃ
ん
と
置
い
て
も
ふ
ら
ふ
ら
す
る
よ
う
で
す
。
そ
の
代
わ
り
、

上
か
ら
つ
ま
先
ま
で
、
す
き
間
な
く
、
き
っ
ち
り
と
編
み
こ
ま
れ
て
い
て
、

じ
ょ
う
ぶ
な
こ
と
は
、
こ
の
う
え
な
し
で
す
。 

「
そ
ん
な
お
か
し
な
わ
ら
ぐ
つ
が
、
売
れ
る
か
い
な
あ
。
」 

う
ち
の
人
は
そ
う
言
っ
て
、
笑
っ
た
り
心
配
し
た
り
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
お
み
つ
さ
ん
は
、
朝
市
の
立
つ
日
に
な
る
と
、
野
菜
を
入
れ
た
大
か
ご
に

わ
ら
ぐ
つ
を
結
び
付
け
て
、
元
気
よ
く
町
へ
出
て
い
き
ま
し
た
。 

 

げ
た
屋
さ
ん
の
前
を
通
る
と
き
、
横
目
で
見
る
と
、
あ
の
雪
げ
た
は
、
ま

だ
ち
ゃ
ん
と
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。
お
み
つ
さ
ん
は
、
そ
の
雪
げ
た
が
、
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
自
分
の
手
の
と
ど
く
と
こ
ろ
へ
出
て
き
た
よ
う
な
気
が

し
て
、
た
の
し
く
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
、
ま
っ
す
ぐ
に
朝
市
へ
出
て
き
た
お
み
つ
さ
ん
は
、
い
つ
も
の

が
ん
ぎ
の
下
に
、
む
し
ろ
を
広
げ
て
野
菜
を
な
ら
べ
、
そ
の
は
し
っ
こ
に
わ

ら
ぐ
つ
を
置
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
野
菜
を
買
っ
て
く
れ
る
人
が
あ
る
と
、

「
わ
ら
ぐ
つ
は
ど
う
で
す
ね
。」 

と
す
す
め
て
み
る
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
な
か
な
か
売
れ
ま
せ
ん
。
く
す
く

す
笑
っ
た
り
、
あ
き
れ
顔
を
し
た
り
し
て
、 

「
い
い
や
、
よ
か
っ
た
で
ね
。」 

と
断
る
の
は
ま
だ
い
い
ほ
う
で
、
な
か
に
は
、 

「
へ
え
え
、
そ
れ
、
わ
ら
ぐ
つ
か
ね
。
お
ら
ま
た
、
わ
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
か
と

思
っ
た
。」 

な
ど
と
、
あ
け
す
け
な
こ
と
を
言
う
、
口
の
悪
い
人
も
い
ま
す
。「
や
っ
ぱ 

教
材
文 

  

（
想
）
自
分
で
働
い

た
お
金
で
雪
げ
た

を
買
お
う
と
す
る

お
み
つ
さ
ん
の
決

意 

   

（
想
）
わ
ら
ぐ
つ
を

編
む
お
み
つ
さ
ん

の
様
子
と
で
き
あ

が
っ
た
わ
ら
ぐ
つ

→
人
柄 

           

（
想
）
期
待 

 

（
想
）
遠
慮
が
ち 

  

（
想
）
不
格
好
な
わ

ら
ぐ
つ
に
対
す
る

周
り
の
反
応 

指
導
事
項 

        

・
た
や
す
く

     

・
首
を
か
し

げ
た
み
た
い

  

・
こ
の
う
え

な
し 

   

・
横
目
で
見

る 

   

・
が
ん
ぎ 

・
む
し
ろ 

       

・
あ
け
す
け
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五
の
場
面 

 
 
 

 

場
面 

                       

次
の
市
で
も
そ
の

次
の
市
で
も
あ
の

わ
か
い
大
工
さ
ん

が
必
ず
買
っ
て
く

れ
る
の
で
、
理
由
を

た
ず
ね
て
み
る
。
お

み
つ
さ
ん
は
、
大
工

さ
ん
の
仕
事
へ
の

思
い
を
聞
き
、
感
心

し
頼
も
し
く
思
う
。

さ
ら
に
、
お
嫁
に
来

て
く
れ
と
い
う
言

葉
の
意
味
に
気
づ

く
。 

あ
ら
す
じ 

り
、
わ
た
し
が
作
っ
た
ん
じ
ゃ
、
だ
め
な
の
か
な
あ
。
」
お
み
つ
さ
ん
は
が

っ
か
り
し
て
、
不
細
工
な
わ
ら
ぐ
つ
を
見
つ
め
ま
し
た
。 

 

や
が
て
、
お
昼
近
く
に
な
っ
て
、
野
菜
は
ほ
と
ん
ど
売
れ
て
し
ま
っ
た
し
、

あ
き
ら
め
て
も
う
帰
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
と
、
お
み
つ
さ
ん
の
む
し
ろ
の

前
に
、
わ
か
い
男
の
人
が
立
ち
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
大
工
さ
ん
ら
し
く
、
い

せ
い
の
い
い
ね
じ
り
は
ち
ま
き
に
、
大
き
な
道
具
箱
を
か
つ
い
で
い
ま
す
。

「
あ
ね
ち
ゃ
、
そ
の
わ
ら
ぐ
つ
、
見
せ
て
く
ん
な
い
。」 

そ
う
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、
お
み
つ
さ
ん
は
、
や
は
り
き
ま
り
が
悪
く
な
っ

て
、 

「
あ
ん
ま
り
、
み
っ
と
も
よ
く
ね
え
わ
ら
ぐ
つ
で
―
。」 

と
、
赤
く
な
り
な
が
ら
も
、
お
ず
お
ず
と
わ
ら
ぐ
つ
を
差
し
出
し
ま
し
た
。

 

わ
か
い
大
工
さ
ん
は
道
具
を
む
し
ろ
の
上
に
置
い
て
、
そ
の
わ
ら
ぐ
つ
を

手
に
取
る
と
、
た
て
に
し
た
り
横
に
し
た
り
し
て
、
し
ば
ら
く
な
が
め
て
か

ら
、
今
度
は
お
み
つ
さ
ん
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
ま
し
た
。 

「
こ
の
わ
ら
ぐ
つ
、
お
ま
ん
が
作
ん
な
っ
た
の
か
ね
。」 

「
は
あ
、
お
ら
が
作
っ
た
ん
で
す
。
初
め
て
作
っ
た
も
ん
で
、
う
ま
く
で
き

ね
か
っ
た
け
ど
―
。
」 

「
ふ
う
ん
。
よ
し
、
も
ら
っ
と
こ
う
。
い
く
ら
だ
ね
。」 

 

大
工
さ
ん
は
お
金
を
は
ら
っ
て
、
わ
ら
ぐ
つ
の
ひ
も
を
慣
れ
た
手
つ
き
で

結
び
合
わ
せ
、
道
具
箱
と
い
っ
し
ょ
に
ひ
ょ
い
と
か
つ
ぐ
と
、
さ
っ
さ
と
行

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

お
み
つ
さ
ん
は
、
初
め
て
わ
ら
ぐ
つ
が
売
れ
た
の
で
、
う
れ
し
く
て
う
れ

し
く
て
、
わ
か
い
大
工
さ
ん
を
お
が
み
た
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
次
の
市
の
日
ま
で
に
、
お
み
つ
さ
ん
は
、
ま
た
一
つ
、
わ
ら
ぐ
つ
を

編
み
上
げ
ま
し
た
。
前
よ
り
は
、
い
く
ら
か
形
が
よ
く
で
き
ま
し
た
。 

「
今
度
も
う
ま
く
売
れ
る
と
い
い
け
ど
―
。
」 

 

お
み
つ
さ
ん
が
、
わ
ら
ぐ
つ
を
持
っ
て
市
に
出
て
、
こ
の
前
の
よ
う
に
野

菜
と
い
っ
し
ょ
に
な
ら
べ
て
お
く
と
、
今
度
は
あ
ま
り
待
た
な
い
う
ち
に
声

を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

「
そ
の
わ
ら
ぐ
つ
、
く
ん
な
い
。
」 

 

ひ
ょ
い
と
顔
を
上
げ
て
み
る
と
、
ま
あ
、
ど
う
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
こ

の
間
も
わ
ら
ぐ
つ
を
買
っ
て
く
れ
た
、
あ
の
わ
か
い
大
工
さ
ん
な
の
で
す
。

お
み
つ
さ
ん
は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
が
、
言
わ
れ
る
ま
ま
に
、
ま
た
わ
ら
ぐ
つ

を
売
っ
て
、
お
金
を
受
け
取
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
次
の
日
に
も
、
ま
た
あ
の
大
工
さ
ん
が
来
て
、
わ
ら
ぐ
つ
を
買
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
次
も
、
ま
た
そ
の
次
も
お
み
つ
さ
ん
が
市
へ
出
る
た
び

に
、
あ
の
わ
か
い
大
工
さ
ん
が
必
ず
や
っ
て
来
て
、
不
格
好
な
わ
ら
ぐ
つ
を

買
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。
お
み
つ
さ
ん
は
、
い
つ
の
ま
に
か
、
そ
の
大
工
さ

ん
の
顔
を
見
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
続
け
て 

教
材
文 

（
想
）
な
か
な
か
売

れ
な
い
わ
ら
ぐ
つ

を
見
つ
め
る
お
み

つ
さ
ん
の
思
い 

                 

（
想
）
わ
か
い
大
工

さ
ん
に
対
す
る
感

謝 

        

（
想
）
わ
か
い
大
工

さ
ん
が
わ
ら
ぐ
つ

を
会
に
き
た
こ
と

へ
の
お
ど
ろ
き
→

楽
し
み
→
不
思
議 

お
み
つ
さ
ん
の
心

の
動
き 指

導
事
項 

・
不
細
工 

   

・
い
せ
い
の

い
い 

 

・
き
ま
り
が

悪
い 

・
み
っ
と
も

よ
く
ね
え 

  

・
ま
じ
ま
じ

                

・
ひ
ょ
い
と
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六
の
場
面 

（
現
在
） 

場
面 

                                   

マ
サ
エ
は
、
お
み
つ

さ
ん
が
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
く
、
お
話 

あ
ら
す
じ 

買
っ
て
く
れ
る
の
が
不
思
議
で
も
あ
る
の
で
、
と
う
と
う
あ
る
日
、
思
い
切

っ
て
た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。 

「
あ
の
う
、
い
つ
も
買
っ
て
も
ら
っ
て
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
た
い
ん
だ
け

ど
、
あ
の
、
お
ら
の
作
っ
た
わ
ら
ぐ
つ
、
も
し
か
し
た
ら
、
す
ぐ
い
た
ん
だ

り
し
て
、
そ
れ
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
買
っ
て
く
ん
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す

か
。
も
し
、
そ
ん
な
ん
だ
っ
た
ら
、
お
ら
、
申
し
わ
け
な
く
て
―
。」 

す
る
と
、
大
工
さ
ん
は
、
に
っ
こ
り
し
て
答
え
ま
し
た
。 

「
い
や
あ
、
と
ん
で
も
ね
え
。
お
ま
ん
の
わ
ら
ぐ
つ
は
、
と
て
も
じ
ょ
う
ぶ

だ
よ
。
」 

「
そ
う
で
す
か
あ
、
よ
か
っ
た
。
で
も
、
そ
ん
な
ら
、
ど
う
し
て
あ
ん
な
に

た
く
さ
ん
―
。
」 

す
る
と
、
大
工
さ
ん
は
ち
ょ
っ
と
赤
く
な
り
ま
し
た
。 

「
あ
あ
、
そ
り
ゃ
、
じ
ょ
う
ぶ
で
い
い
わ
ら
ぐ
つ
だ
か
ら
、
仕
事
場
の
仲
間

や
、
近
所
の
人
た
ち
の
分
も
買
っ
て
や
っ
た
ん
だ
よ
。」 

「
ま
あ
、
そ
り
ゃ
ど
う
も
―
。
だ
け
ど
、
あ
ん
な
不
格
好
な
わ
ら
ぐ
つ
で
―
。」

お
み
つ
さ
ん
が
き
ょ
う
し
ゅ
く
す
る
と
、
大
工
さ
ん
は
、
急
に
ま
じ
め
な
顔

に
な
っ
て
言
い
ま
し
た
。 

「
お
れ
は
、
わ
ら
ぐ
つ
を
こ
さ
え
た
こ
と
は
な
い
け
ど
も
、
お
れ
だ
っ
て
職

人
だ
か
ら
、
仕
事
の
よ
し
あ
し
は
分
か
る
つ
も
り
だ
。
い
い
仕
事
っ
て
の
は
、

見
か
け
で
決
ま
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
使
う
人
の
身
に
な
っ
て
、
使
い
や
す
く
、

じ
ょ
う
ぶ
で
長
も
ち
す
る
よ
う
に
作
る
の
が
、
ほ
ん
と
の
い
い
仕
事
っ
て
も

ん
だ
。
お
れ
な
ん
か
、
ま
だ
わ
か
ぞ
う
だ
け
ど
、
今
に
き
っ
と
、
そ
ん
な
仕

事
の
で
き
る
、
い
い
大
工
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
る
ん
だ
。」 

 

お
み
つ
さ
ん
は
、
こ
っ
く
り
こ
っ
く
り
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し

た
。
自
分
と
い
く
ら
も
年
の
ち
が
わ
な
い
大
工
さ
ん
が
、
な
ん
だ
か
と
て
も

た
の
も
し
く
て
、
え
ら
い
人
の
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
の
で
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
大
工
さ
ん
は
、
い
き
な
り
し
ゃ
が
み
こ
ん
で
、
お
み
つ
さ
ん

の
顔
を
見
つ
め
な
が
ら
言
い
ま
し
た
。 

「
な
あ
、
お
れ
の
う
ち
へ
来
て
く
ん
あ
い
か
。
そ
し
て
、
い
つ
ま
で
も
う
ち

に
い
て
、
お
れ
に
わ
ら
ぐ
つ
を
作
っ
て
く
ん
な
い
か
な
。
」 

 

お
み
つ
さ
ん
は
、
ぽ
か
ん
と
し
て
、
大
工
さ
ん
の
顔
を
見
ま
し
た
。
そ
し

て
、
し
ば
ら
く
し
て
、
そ
れ
が
、
お
み
つ
さ
ん
に
お
よ
め
に
来
て
く
れ
と
い

う
こ
と
な
ん
だ
と
気
が
つ
く
と
、
白
い
ほ
お
が
夕
焼
け
の
よ
う
に
赤
く
な
り

ま
し
た
。 

 

「
―
そ
れ
か
ら
、
わ
か
い
大
工
さ
ん
は
行
っ
た
の
さ
。
使
う
人
の
身
に
な
っ

て
、
心
を
こ
め
て
作
っ
た
も
の
に
は
、
神
様
が
入
っ
て
い
る
の
と
同
じ
こ
ん

だ
。
そ
れ
を
作
っ
た
人
も
、
神
様
と
お
ん
な
じ
だ
。
お
ま
ん
が
来
て
く
れ
た

ら
、
神
様
み
た
い
に
大
事
に
す
る
つ
も
り
だ
よ
、
っ
て
ね
。
ど
う
だ
い
、
い

教
材
文 

  

（
想
）
お
み
つ
さ
ん

に
問
わ
れ
て
動
揺

す
る
大
工
さ
ん 

            

（
事
）
大
工
さ
ん
は

仕
事
に
対
す
る
考

え
や
姿
勢
を
お
み

つ
さ
ん
に
伝
え
て

い
る
。 

      

（
想
）
初
め
は
言
葉

の
意
味
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
が
、
や
が

て
気
づ
い
た
様
子
。 

   

（
想
）
題
名
と
の
関

わ
り 

指
導
事
項 

               

・
き
ょ
う
し

ゅ
く 

・
職
人 

・
よ
し
あ
し

    

・
こ
っ
く
り

こ
っ
く
り 

      

・
ぽ
か
ん
と

し
て 

・
夕
焼
け
の

よ
う
に 
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場
面 

に
出
て
き
た
雪
げ

た
を
見
せ
ら
れ
る
。 

そ
こ
へ
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
が
帰
宅
す
る
。 

あ
ら
す
じ 

い
話
だ
ろ
。」 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
そ
う
言
っ
て
お
茶
を
飲
み
ま
し
た
。 

「
ふ
う
ん
、
そ
い
で
、
お
み
つ
さ
ん
、
そ
の
大
工
さ
ん
の
と
こ
へ
お
よ
め
に

行
っ
た
の
。」 

マ
サ
エ
が
目
を
く
り
く
り
さ
せ
て
き
き
ま
し
た
。 

「
あ
あ
、
い
っ
た
と
も
さ
。」 

「
そ
い
で
ね
え
、
神
様
と
ま
で
は
い
か
な
い
よ
う
だ
っ
た
け
ど
、
で
も
、
と

て
も
や
さ
し
く
し
て
く
れ
た
よ
。
」 

「
ふ
う
ん
。
じ
ゃ
あ
、
お
み
つ
さ
ん
、
幸
せ
に
く
ら
し
た
ん
だ
ね
。」 

「
あ
あ
、
と
っ
て
も
幸
せ
に
く
ら
し
て
る
よ
。」 

「
く
ら
し
て
る
。
じ
ゃ
、
お
み
つ
さ
ん
て
、
ま
だ
生
き
て
る
の
。」 

「
生
き
て
る
と
も
ね
。」 

「
へ
え
。
ど
こ
に
。
」 

 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
に
こ
に
こ
笑
っ
て
い
ま
す
。
マ
サ
エ
は
、
お
母
さ
ん

の
顔
を
見
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
も
、
に
こ
に
こ
笑
っ
て
い
ま
す
。 

「
変
な
の
、
教
え
て
く
れ
た
っ
て
い
い
で
し
ょ
。」 

 

そ
こ
で
、
お
母
さ
ん
が
言
い
ま
し
た
。 

「
マ
サ
エ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
名
前
知
っ
て
る
で
し
ょ
。
」 

「
う
ん
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
名
前
は
、
山
田
ミ
ツ
。
―
。
あ
っ
。」 

マ
サ
エ
は
、
パ
チ
ン
と
手
を
た
た
い
て
、
目
を
か
が
や
か
せ
ま
し
た
。 

「
お
み
つ
さ
ん
て
、
そ
れ
じ
ゃ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
だ
っ
た
の
。
あ
ら
、

じ
ゃ
あ
、
そ
の
大
工
さ
ん
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。」 

 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
う
な
ず
い
て
、
お
し
入
れ
の
た
な
の
上
を
指
さ
し
ま
し

た
。 

「
あ
の
箱
を
持
っ
て
き
て
ご
ら
ん
。」 

 

マ
サ
エ
は
、
す
ぐ
ふ
み
台
を
持
っ
て
き
て
、
た
な
の
上
か
ら
、
ほ
こ
り
だ

ら
け
の
ボ
ー
ル
箱
を
下
ろ
し
て
き
ま
し
た
。
明
け
て
み
る
と
、
つ
う
ん
と
か

び
く
さ
い
の
お
い
が
し
て
、
赤
い
つ
ま
皮
の
か
か
っ
た
き
り
な
雪
げ
た
が
、

き
ち
ん
と
な
ら
ん
で
い
ま
し
た
。 

「
あ
ら
、
き
れ
い
だ
。
か
わ
い
い
ね
。
」 

「
こ
の
う
ち
へ
お
よ
め
に
来
る
と
す
ぐ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
買
っ
て
く
れ
た

ん
だ
よ
。
だ
け
ど
、
あ
ん
ま
り
う
れ
し
く
て
、
も
っ
た
い
な
く
て
ね
。
な

か
な
か
は
く
気
に
な
れ
な
か
っ
た
。
か
ざ
り
物
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ぞ
っ
て
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
笑
わ
れ
た
け
ど
、
そ
の
う
ち
に
そ
の
う
ち
に
と
思
っ
て

い
る
う
ち
に
、
年
を
取
っ
て
し
ま
っ
て
ね
。
と
う
と
う
そ
れ
っ
き
り
は
か

ず
じ
ま
い
さ
。
」 

「
ふ
う
ん
。
だ
け
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
、
せ
っ

せ
と
働
い
て
か
っ
て
く
れ
た
ん
だ
か
ら
、
こ
の
雪
げ
た
の
中
に
も
、
神
様

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
ね
。」 

教
材
文 

    

（
想
）
話
に
引
き
込

ま
れ
興
味
津
々
で

き
い
て
い
る
マ
サ

エ
の
様
子
。 

（
事
）
マ
サ
エ
は
過

去
形
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
現
在
形
で
の

会
話 

       

（
想
）
マ
サ
エ
は
お

み
つ
さ
ん
が
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
で
、
大
工

さ
ん
が
お
じ
い
ち

ゃ
ん
で
あ
る
こ
と

を
知
り
お
ど
ろ
き

と
同
時
に
感
動
し

て
い
る 

 

（
事
）
雪
げ
た
を
実

際
に
目
に
す
る
。 

      

（
想
）
マ
サ
エ
の
変

容 

指
導
事
項 

    

・
く
り
く
り

                     

・
つ
う
ん
と

 
 

 
 

 
 
 

言
語
事
項 



五
年
国
語
教
材
文
「
わ
ら
ぐ
つ
の
中
の
神
様
」
の
教
材
分
析
Ｎ
Ｏ
・
８ 

                                         

                       

場
面 

 
あ
ら
す
じ 

「
あ
あ
、
き
っ
と
い
な
る
だ
ろ
う
ね
。
だ
か
ら
、
は
け
な
く
な
っ
て
も
、
こ

う
し
て
大
事
に
し
ま
っ
と
く
ん
だ
よ
。
」 

 

そ
の
と
き
、
げ
ん
か
ん
の
た
た
き
で
、
カ
ッ
カ
ッ
と
雪
げ
た
の
雪
を
は

ら
う
音
が
し
ま
し
た
。 

マ
サ
エ
は
、
赤
い
つ
ま
皮
の
雪
げ
た
を
か
か
え
た
ま
ま
、 

「
お
か
え
ん
な
さ
あ
い
。
」 

と
さ
け
ん
で
、
げ
ん
か
ん
へ
飛
び
出
し
て
い
き
ま
し
た
。 

教
材
文 

      

（
想
）
飛
び
出
し
て

→
う
れ
し
さ 

指
導
事
項 

  

・
た
た
き 

           
 

 
 

 
 
 

言
語
事
項 
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